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平成２５年度 租税教育実践発表資料 

 

                                    石巻市立門脇中学校 

                                    教諭  菅原 耕司 

 

１．はじめに 

   本実践は、学習指導要領における公民的分野の内容（２）私たちの経済のイ「国民の生活と政府の

役割」にあたる。ここでは、国民の生活と福祉の向上を図るために、現在抱えているさまざまな問題

に関して、国や地方公共団体が果たしている役割について考えさせる。また、財源の確保と配分とい

う観点から財政の役割について考えさせることをねらいとしている。 

   国や時代を問わず、「税」はとても重視されてきた。とりわけ近代以降は、国民から集めた税を用い

て、社会保障制度を整えたり、社会資本を整備したりして、区民生活の向上が図られてきた。しかし、

現在の日本では少子高齢が進み、人口の減少が予想される中で、今までの税制では様々な問題が起こ

り始めている。将来にわたってより良い社会を築いていくために国民一人ひとりが「税」への理解を

深め、財政の安定化を図るために「税」の在り方を真剣に考えていかなければならない。しかし、そ

のような中で生徒にとって「税」や「財政」という言葉は、聞いたことがあっても具体的にイメージ

するのが難しいもので、それらが自分たちの生活にどのように関わっているのか、よく分からない状

態にある。 

   そこで、税金がどのように使われているのか、私たちの生活にどのように関わっているのか学習す

ることで、「税」の意義と役割の重要性に気づかせ、将来にわたってより良い社会をつくる形成者と

して納税意識を高めさせたいと考え本実践を行った。 

 

２．生徒の実態（３年生：１０３名） 

   社会科については、１・２年生で地理・歴史そして３年生の１学期まで歴史を学習し、２学期から

公民の学習を行う。全体的な学習の様子では、学習に対する意欲が高く、しっかりノートをとり、教

師の話に耳を傾けている。公民の学習においては、身近な問題についての内容なので、生徒の日常の

生活とも大きく関わってくるので、意欲的に学習に参加している。しかし、自分の考えを表現するこ

とに抵抗を感じている生徒も多く、発表する生徒も限定されてしまっている。本単元の租税について

は、租税そのものについての学習の機会は現段階ではまだないことから、当然租税に対する関心や意

識は高いとは言えないが、生徒にとっても最も身近な税金と言えば「消費税」である。現在の消費税

が５％であることも知識として押さえている。更に新聞やニュース等で消費税が 5％から８％に引き

上げられることも多くの生徒は知っている。ただ、何のために消費税が導入され、税金が何に使われ

ているかは理解していない生徒が多い。自分が納税をしていることすら意識していないかもしれない。 

   そこで、本実践に入る前に以下の調査を行った。 

 

  調査日：９月１８日（３年生：６６名） 

1 どのような種類の税金があるか（複数回答） 

○消費税 ５８名   ○所得税 ８名  ○固定資産税 ５名  ○間接税  ７名   

○自動車税 ６名    ○重量税 １名  ○法人税   ３名  ○タバコ税 ３名 

○住民税  ２名    ○酒税  ３名  ○関税    ２名  ○都道府県民税 １名 

2 税金の使いみちについて（複数回答） 

○公務員の給料９名  ○町の復興５名  ○公共事業７名  ○年金４名  ○道路４名 

○建設２名      ○教科書８名   ○公共施設４名  ○病院２名 
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3 税金は必要か 

○必要５５名   ○必要でない８名 

4 必要な理由 

○国の為に必要、国として成立できない 

○なんとなく 

○教育費や道路建設など 

○生活していくため 

○公共事業ができない 

○国で困ったときに使うお金が無くなる 

 必要でない理由 

○あまり使っていないように感じる 

○お金がかかる 

○国民や被災地のために使われていない 

○税金がどこにいくかわからないので今は必要でない 

３．指導にあたって 

   アンケートの結果を踏まえ、まずは税金の種類や税のしくみをしっかり捉えさせ、将来の担い手と

して税金の使いみちなどに対して正しい判断ができるよう指導していきたい。税に関する現在の状況、

課題、今後の展望などを考えさせ、税金と自分たちの生活との関わりを捉えさせていきたい。特に、

少子高齢社会における社会保障とその財源の確保の問題をどのように解決していったらよいか、税の

負担者として自分の将来と関わらせて考えさせるなどして、考えをまとめさせたり、説明させたりす

る活動を取り入れるなど、統計資料などを通して理解させていきたい。 

   また、外部講師を招き、租税教室など開催することによって、租税に関する理解を深め、さらに納

税者としての意識を高めていきたい。 

   

４．指導計画 

  1 ）租税学習に関する指導計画 

時 数 学 習 内 容 学 習 活 動 

第１・２時  租税教室 ○税務署職員の方の話やVTR視聴を通して租税についての理解

を深める。 

○租税セミナーの感想をまとめる。 

第３時  消費税について ○消費税問題から税金のあらましと政治の働きに気づく 
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５．実践授業 

  「３学年租税教室 」 

（１）日 時   平成２５年９月２４日（火）２・３校時目 

（２）場 所   本校 武道場 

（３）対象生徒  第３学年（男４５名 女５８名 計１０３名） 

 

（４）講 師   石巻税務署総務課 竹田 盛雄氏 

 

（５）本時の指導目標 

   １）外部講師の指導を通して、授業で学習した租税についての理解を深める。 

   ２）租税について興味・関心をもたせ、納税者としての自覚と、租税を中心とした政治の働きに

気づかせる。 

 

 （６）内容 

    １）税金とは何か。 

    ２）税金の種類について 

    ３）税金クイズ 

    ４）「税に関するアニメDVD」 

       税金がなくなったらどうなるか、一変して不便になった社会の様子を表した内容。 

    ５）１億円擬似体験（一億円はどれくらいの重さになるか） 

    ６）質疑・応答 

     

６．実践を振り返って  租税教室を終えての感想 （一部生徒分）別紙 

 

７．実践を振り返って  租税に関する標語 （一部生徒分） 

   ・税金はみんなのために 

   ・安×４な世界を送るために（安心 安全 安泰 安定） 

   ・未来につながる税 

   ・あなたが国を支えています 

   ・未来の子供たちのために 

   ・増税はしょうがない 

   ・税金を納めてみんなで助け合おう 

   ・僕たちのお金が僕たちをつくる 

   ・税を納めてきれいな町をつくろう 

   ・税金があって成り立つ社会 

   ・税金は国をつくる 

   ・１人一円みんなで１億 

   ・払わなけりゃアカン税 

   ・私たちの暮らしを助ける税金 

   ・税金に守られている私たちの税金 

   ・税金で お も て な し 

   ・あなたの税金が日本を変える 

   ・あなたの税が日本を救う 
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８．成果と課題 

   国や時代を問わず、「税」はとても重要視されてきた。税の歴史をさかのぼると古くは、飛鳥時代の

布や絹の税、室町から江戸時代までの年貢、そして明治の年貢中心からの税から現金のしくみに変化

してきたこと。それから大正から現在の税金の基本となるしくみができあがったことなど、学習は行

ってきたが、ほとんどの生徒は現在の税のしくみに歴史があったことなど、関連しておさえてはいな

い。事前調査からも分かるように、生徒がもつ税に対する知識やイメージはけっして良いものではな

い。生徒達や大人も税金は「とられるもの」「いやなもの」というイメージを持っているようだ。そ

のような中で納税の意義や重要性を理解させ、国民の義務として果たすことの大切さを理解させ、税

の負担者として租税の使いみちなどについて理解と関心を深めさせるなど納税者としての自覚を養

うことが重要である。 

   租税に関する教科書の内容については、ページ数はごくわずかであり、その内容も十分なものとは

いえないと思う。納税とは、単に税金を納めるだけの人の意味にとられがちだが、もう少し、納税者

としてその使途を監視し、自分たちが支払う税金を政府が何に使うか、無駄使いをしないかなどに大

きな関心を払うことが大切と考える。そうすれば、必要な公共サービスのためなら税金を進んで支払

うという姿勢になると思う。「税金とは一体何なのか」「税金は、何故私たち社会にとって必要なのか」

などを、早い段階で小学生のときから学校で教える必要がある。 

   税に関する学習内容においては、教科書ではまだ、扱ってはいないが普段の新聞等の記事から少な

からず税に関する記事を授業で扱ってきた。生徒も税に関して、消費税については、大きな関心を持

っている。今回の租税セミナーにおいては、生徒も税の種類や使途その役割について理解はしたと捉

えている。租税教室を受けて、今後の授業では、生徒が最も関心の高い消費税について扱いながら、

税の大切さを考えさせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








